
【表紙】

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成24年２月13日

【四半期会計期間】 第38期第３四半期（自　平成23年10月１日　至　平成23年12月31日）

【会社名】 株式会社マイスターエンジニアリング

【英訳名】 MYSTAR ENGINEERING CORP.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　菊地　幸雄

【本店の所在の場所】

千葉市美浜区中瀬一丁目３番地

（同所は登記上の本店所在地であり、実際の業務は「最寄りの連絡場所」

で行っております。）

【電話番号】 該当事項はありません。

【事務連絡者氏名】 該当事項はありません。

【最寄りの連絡場所】 東京都品川区西五反田七丁目19番１号（東京本社）

【電話番号】 03（5487）8211（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役常務執行役員　　鈴木　利雄

【縦覧に供する場所】 株式会社マイスターエンジニアリング　東京本社

（東京都品川区西五反田七丁目19番１号）

株式会社マイスターエンジニアリング　大阪本社

（大阪市北区大淀南一丁目11番８号）

株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

　

 

EDINET提出書類

株式会社マイスターエンジニアリング(E05004)

四半期報告書

 1/17



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第37期

第３四半期連結
累計期間

第38期
第３四半期連結
累計期間

第37期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年12月31日

自平成23年４月１日
至平成23年12月31日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（千円） 10,147,21710,343,89313,724,211

経常利益（千円） 366,683 276,023 500,710

四半期（当期）純利益（千円） 97,321 82,994 179,353

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
97,059 70,306 154,361

純資産額（千円） 6,434,280 6,425,070 6,491,582

総資産額（千円） 8,814,199 8,898,099 9,157,968

１株当たり四半期（当期）純利益
金額（円）

10.67 9.10 19.67

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額（円）

－ － －

自己資本比率（％） 72.1 71.1 69.9

　

回次
第37期

第３四半期連結
会計期間

第38期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成22年10月１日
至平成22年12月31日

自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額
（円）

5.27 3.52

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

　　せん。

４．第37期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企

業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

５．第37期第３四半期連結累計期間の四半期純利益、純資産額、総資産額、１株当たり四半期純利益金額、自己資

本比率の算定にあたり、「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号）を適用

し、遡及処理しております。詳細は、第４経理の状況（会計方針の変更等）に記載のとおりであります。

　

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　なお、平成24年１月５日付で、栄信電気工業株式会社を子会社化しております。詳細は、「第４　経理の状況　１四半期

連結財務諸表　注記事項（重要な後発事象）」に記載のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当社は、平成23年11月24日開催の取締役会において、栄信電気工業株式会社の全株式を取得することを決議し、同日

付で株式譲渡契約を締結いたしました。これにより、同社は、平成24年１月５日付で当社の完全子会社となりました。

詳細は、「第４　経理の状況　１ 四半期連結財務諸表 注記事項（重要な後発事象）」に記載のとおりであります。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　

（１）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により依然として厳しい状況にあるも

のの、サプライチェーンの復旧や、各種の政策効果などを背景に緩やかな回復の動きが見られました。

しかしながら、電力供給の制約に加え、欧州の債務危機、長引く円高、株価の低迷など、景気の先行き不透明感が

拭えない状況が続いております。

このような状況の下、当社グループを取り巻く事業環境は、引き続き厳しい状況にありますが、メカトロ関連事

業におきましては、当社グループのシナジー効果を最大限発揮し「ワンストップエンジニアリングサービス」の

提供に注力しました。ファシリティ関連事業におきましては、コスト競争力を高め、より一層営業力を強化すると

ともに、あらゆる建物に最適な「ワンストップサービス」の提供に注力しました。太陽光発電・環境関連事業に

おきましては、環境新時代に対応するべく、創エネルギー、蓄エネルギー、省エネルギー対策など環境問題を解決

するソリューションの提供に注力しました。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は10,343百万円（前年同期比1.9％増）、営業利益は240百

万円（同27.9％減）、経常利益は276百万円（同24.7％減）、四半期純利益は82百万円（同14.7％減）となりまし

た。

セグメントの業績は次のとおりであります。

メカトロ関連事業におきましては、半導体業界の収益改善等の影響により、売上高は3,364百万円（前年同期比

2.6％増）、セグメント利益は186百万円（同3.9％増）となりました。

ファシリティ関連事業におきましては、環境関連などの新規案件獲得に注力した結果、売上高は5,173百万円

（同1.7％増）となりましたが、人員増に伴う労務費の増加等により、セグメント利益は22百万円（同75.0％減）

となりました。

コンテンツサービス事業におきましては、ホールの運営管理業務が堅調に推移し、売上高は1,806百万円（同

1.5％増）となりましたが、販売費及び一般管理費の増加により、セグメント利益は120百万円（同6.8％減）とな

りました。

　

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針は定めておりません。

　

（３）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 36,500,000

計 36,500,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年２月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 9,125,000 9,125,000
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 9,125,000 9,125,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年10月１日～

平成23年12月31日
－ 9,125,000 － 981,662 － 956,962

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

　

①【発行済株式】

 平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  　   6,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 　9,117,900 91,179 －

単元未満株式 普通株式 　      900 － －

発行済株式総数 9,125,000 － －

総株主の議決権 － 91,179 －

 

②【自己株式等】

 平成23年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社マイスター

エンジニアリング

千葉市美浜区中瀬

一丁目３番地
6,200 － 6,200 0.07
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所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

計 － 6,200 － 6,200 0.07

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第 193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平

成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,083,198 2,987,386

受取手形及び売掛金 1,895,607 1,742,191

未成工事支出金 68,757 183,880

仕掛品 19,750 50,237

原材料及び貯蔵品 12,922 17,063

その他 454,094 217,218

貸倒引当金 △25,652 △9,477

流動資産合計 5,508,678 5,188,501

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,050,994 1,010,946

土地 1,087,070 1,087,070

その他（純額） 123,335 91,742

有形固定資産合計 2,261,400 2,189,758

無形固定資産

のれん 58,237 25,478

その他 57,351 45,618

無形固定資産合計 115,588 71,097

投資その他の資産

投資有価証券 345,816 403,021

差入保証金 164,716 171,368

破産更生債権等 88,129 84,667

その他 761,426 874,351

貸倒引当金 △87,787 △84,667

投資その他の資産合計 1,272,300 1,448,741

固定資産合計 3,649,289 3,709,598

資産合計 9,157,968 8,898,099
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 609,048 540,994

短期借入金 260,000 42,000

未払法人税等 101,232 17,880

賞与引当金 265,434 155,487

その他 541,595 812,417

流動負債合計 1,777,311 1,568,778

固定負債

退職給付引当金 620,199 649,610

役員退職慰労引当金 64,553 70,613

資産除去債務 39,960 40,354

長期預り保証金 112,383 110,556

その他 51,977 33,116

固定負債合計 889,074 904,250

負債合計 2,666,386 2,473,029

純資産の部

株主資本

資本金 981,662 981,662

資本剰余金 956,962 956,962

利益剰余金 4,452,257 4,398,471

自己株式 △3,099 △3,136

株主資本合計 6,387,782 6,333,958

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 16,896 △5,624

その他の包括利益累計額合計 16,896 △5,624

少数株主持分 86,903 96,735

純資産合計 6,491,582 6,425,070

負債純資産合計 9,157,968 8,898,099
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 10,147,217 10,343,893

売上原価 8,468,790 8,662,947

売上総利益 1,678,427 1,680,945

販売費及び一般管理費 1,344,575 1,440,145

営業利益 333,852 240,800

営業外収益

受取利息 1,824 2,250

受取配当金 2,448 2,286

持分法による投資利益 － 7,876

匿名組合投資利益 1,352 4,099

助成金収入 37,592 1,389

貸倒引当金戻入額 10,045 19,897

その他 7,990 11,540

営業外収益合計 61,253 49,340

営業外費用

支払利息 3,458 3,498

持分法による投資損失 15,000 －

匿名組合投資損失 7,506 728

支払補償費 － 5,370

その他 2,457 4,519

営業外費用合計 28,422 14,116

経常利益 366,683 276,023

特別損失

減損損失 4,956 －

投資有価証券評価損 1,864 3,860

貸倒損失 90,000 －

厚生年金基金脱退損失 17,868 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 14,610 －

特別損失合計 129,298 3,860

税金等調整前四半期純利益 237,384 272,163

法人税、住民税及び事業税 97,729 93,382

法人税等調整額 29,362 85,954

法人税等合計 127,091 179,336

少数株主損益調整前四半期純利益 110,293 92,826

少数株主利益 12,971 9,832

四半期純利益 97,321 82,994
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 110,293 92,826

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △13,233 △22,520

その他の包括利益合計 △13,233 △22,520

四半期包括利益 97,059 70,306

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 84,087 60,474

少数株主に係る四半期包括利益 12,971 9,832
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【会計方針の変更等】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（税金費用の計算）

税金費用については、従来、連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりましたが、税引前四半期純利益に対する配当金等永

久に益金に算入されない項目の割合が年度の見積実効税率の算出における割合に比べて高いため、年度の見積実効税率

による方法では、四半期連結累計期間に係る経営成績を適切に反映することが出来ないと判断し、第１四半期連結累計

期間より年度決算と同様の方法で計算する方法に変更しております。

当該会計方針の変更は遡及適用され、前年四半期については遡及適用後の四半期連結財務諸表となっております。こ

の結果、遡及適用を行う前と比べて、前第３四半期連結累計期間の四半期純利益は2,750千円減少しております。

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

（法人税率の変更等による影響）

「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律第

114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」（平成

23年法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人税率の引

下げ及び復興特別法人税の課税が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使

用する法定実効税率は従来の40.7％から、平成24年４月１日に開始する連結会計年度から平成26年４月１日に開始する

連結会計年度に解消が見込まれる一時差異については38.0％に、平成27年４月１日より開始する連結会計年度以降に解

消が見込まれる一時差異については35.6％となります。この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金

額を控除した金額）は43百万円減少し、法人税等調整額は42百万円増加しております。
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

減価償却費 101,134 千円

のれんの償却額 32,758

減価償却費 100,336 千円

のれんの償却額 32,758

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 91,188 10.00平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金　

平成22年10月26日

取締役会
普通株式 45,594 5.00平成22年９月30日平成22年12月８日利益剰余金　

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 91,188 10.00平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金

平成23年10月28日

取締役会
普通株式 45,593 5.00平成23年９月30日平成23年12月８日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位:千円）

 

報告セグメント

合計メカトロ
関連事業

ファシリティ
関連事業

コンテンツ
サービス事業

売上高

(1)外部顧客への売上高

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高

 

3,280,682

　

12,600

　

5,087,392

　

588

　

1,779,142

　

130

　

10,147,217

　

13,318

計 3,293,2825,087,9801,779,27310,160,536

セグメント利益 179,126 90,356 128,973 398,455

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位:千円）

利益 金額

報告セグメント計

セグメント間取引等

のれんの償却額

一般管理費の調整額（注）

398,455

△25,021

△32,758

△6,825

四半期連結損益計算書の営業利益 333,852

（注）各報告セグメントが負担する一般管理費の配賦差異であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位:千円）

　　

報告セグメント

合計メカトロ
関連事業

ファシリティ
関連事業

コンテンツ
サービス事業

売上高

(1)外部顧客への売上高

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高

　

3,364,374

　

134

　

5,173,247

　

4,519

　

1,806,271

　

536

　

10,343,893

　

5,190

計 3,364,5095,177,7671,806,80710,349,084

セグメント利益 186,076 22,589 120,222 328,887

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位:千円）

利益 金額

報告セグメント計

のれんの償却額

全社費用等（注）

328,887

△32,758

△55,329

四半期連結損益計算書の営業利益 240,800

（注）主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 10円67銭 9円10銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 97,321 82,994

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 97,321 82,994

普通株式の期中平均株式数（株） 9,118,801 9,118,775

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

当社は、平成23年11月24日開催の取締役会において、栄信電気工業株式会社の全株式を取得することを決議し、

同日付で株式譲渡契約書を締結いたしました。これにより、同社は、平成24年１月５日付で当社の完全子会社とな

りました。

１．取得による企業結合の概要

①　被取得企業の名称及び事業の内容

被取得企業　栄信電気工業株式会社

事業の内容　電気工事請負業

②　企業結合を行った主な理由及び取得企業を決定するに至った主な根拠

当社を始めとしたマイスターエンジニアリンググループは、技術と創造のソリューションパートナーと

してお客様の成長をサポートする企業グループを目指し、1974年の設立以来蓄積した経験と技術力を生か

しながら、半導体製造装置、各種メカトロ機器及び建築設備のメンテナンス＆エンジニアリング、太陽光発

電システムの施工及び施工技術者の育成、省エネ・環境関連事業における技術サービス及びコンサルティ

ング並びにホール運営、イベントプロデュース、放送制作などのコンテンツサービス事業に取り組んでま

いりました。

栄信電気工業株式会社は、1970年の設立以来、強電から弱電までの電気工事全般を業務範囲とする工事

請負会社であります。

このたびの株式取得により、ファシリティ関連事業分野の補完や、太陽光・環境関連ビジネスの展開に

おいて必要とされる技術を保有することから、総合的なグループ力強化に寄与するものと確信いたしま
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す。

③　企業結合日

平成24年１月５日

④　企業結合の法的形式

株式取得

⑤　取得した議決権比率

100％

⑥　取得企業を決定するに至った主な根拠

現金を対価として株式を取得したため

⑦　結合後企業の名称

栄信電気工業株式会社

　

２．被取得企業の取得原価及びその内訳

取得の対価　　　　　　　　　　現金　　　　　　　　  　　　 149,986千円

取得に直接要した費用　　　　　アドバイザリー費用等　  　 　 28,332千円
──────────────────────────────────────
取得原価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 178,319千円

　

３．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

現時点では確定しておりません。

　

４．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

現時点では確定しておりません。

　

２【その他】

平成23年10月28日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　（イ）配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・45,593千円

　（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・５円00銭

　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・平成23年12月８日

（注）平成23年９月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し支払いを行います。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年２月13日

株式会社マイスターエンジニアリング

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 秋山　賢一　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柴田　芳宏　　印

当監査法人は、金融商品取引法 第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社マイス

ターエンジニアリングの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成

23年10月１日から平成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及

び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マイスターエンジニアリング及び連結子会社の平成23年12月

31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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